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ごあいさつ  

 
 
 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『あなたがやれば、みんなやる チェンジ・チャレンジ日々前進』

環境報告書２０２１

編集方針
宮崎精鋼は、社会からより一層信頼される企業を目指し、

２００８年から第１回の環境報告書を発行し、今回で１４版
目となります。
本報告書では２０２０年度に日常業務の中で取組んだ環境

保全活動や社会貢献活動をグラフや写真・表を使い、多くの
皆様によりわかりやすく 且つ、親しみやすくお伝えするこ
とを念頭に置いて誌面づくりをしました。各ページのフッタ
ー部には、昨年、従業員から応募のありました５Ｓ標語も掲
載しています。また、環境報告ガイドライン２０１２年版お
よび環境報告ガイドライン２０１８年版の一部を参考にしな
がら、重要性の高い項目を報告しています。今まで以上に充
実した内容で皆様に有用な情報をお届け出来るものと考えて
います。

ぜひ、本報告書をご一読の上、添付のアンケート用紙を通
じて、ご意見、ご感想をお聞かせいただければ幸いに存じます。

全体の構成について
本報告書は、環境活動の重要な情報として考えられる項目
を全体で４つに分けて構成しています。

１．「環境マネジメント・環境保全活動」
環境マネジメントシステムの方針や具体的取組事項
等を紹介しています。

２．「環境データ」
昨年度の事業活動における環境データや環境会計等
について紹介しています。

３．「トピックス」
知多工場、伸線１３号機導入による省エネルギーの
取組み 等について紹介しています。

４．「社会貢献」
地域社会への貢献について御紹介しています。 

対象期間・対象範囲等
対象期間：２０２０年度（２０２０年６月１日～２０２１年

５月３１日：宮崎精鋼株式会社の会計年度）を
対象としています。

対象範囲：宮崎精鋼株式会社
本社工場、十四山工場、知多工場を対象として
います。

報告書発行版数
第１４版（本報告書は２００８年より毎年発行しています。）

報告書発行日
２０２１年８月

参考にしたガイドライン
・環境省「環境報告書の記載事項等の手引き」

「環境報告ガイドライン２０１２年版」
「環境報告ガイドライン２０１８年版」
「環境会計ガイドライン２００５年版」

●本レポートは、以下のアドレスでもご覧いただけます。
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．トピックス

新設備導入による環境への対応 ・・・ ・・２３

社会貢献

コミュニケーション ・・・・・２４～２７

従業員からの一言メッセージ ・・ ・・・２８

環境報告書用語集 ・・・・・・・・２９

２０２０年度 アンケート結果 ・・・・・３０

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『職場の 5Ｓは作業に直結 意識を高めて 環境づくり』

『環境報告書２０２１』をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 
２０２０年初頭から世界規模で拡大した新型コロナウィルスに感染された方々に心からお見舞い申し上げますとと

もに、最前線で新型コロナウィルスと闘っておられる医療従事者の皆様に感謝申し上げます。収束が見えない不安の中

で１年延期した東京オリンピックが開催されました。ワクチン接種率の向上など明るい兆しも見えつつありますが、感

染者数の増加などまだ予断の許さない状況は続いています。当社では改定を重ねたガイドラインを一人一人が引き続き

順守することにより感染防止に努め、「夜明けは必ず来る」ことを信じてこの難局を乗り越えて参ります。

新型コロナウィルスの感染拡大が社会にもたらした影響は甚大なものがありますが、同様に意識しなければならない

のは環境問題です。昨今の世界中で発生している異常気象から気候変動への対応は待ったなしの喫緊の課題となっ

ています。２０２０年１０月、菅義偉首相は国会の所信表明演説で「２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにする、すなわちカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」と宣言しました。また、今年４

月にアメリカ主催の気候変動サミットで、日本は２０１３年度比で２０３０年度までに温室効果ガス排出量をパリ

協定で設定した２６％削減から２０％引き上げ、４６％削減することを宣言するとともに、さらに、５０％の高み

に向け、挑戦を続けていく決意を表明しました。今後１０年で気候変動危機による最悪の結果を避けるための行動

が加速されることになりました。

このように地球規模の気候変動や様々な環境問題に直面している中、一昨年スタートした中期経営計画「ＣＣ２１」

（ ＆＆ ）では、ＳＤＧｓ実践への取り組み強化を重点項目の一つに定めました。ＳＤＧｓ

への取り組みは、社会に貢献することを使命としている当社にとって必要不可欠と考えています。そこで持続可能な成

長を実現するための重要課題として今年新たに６項目 ※１ を定め、事業活動とＳＤＧｓとの関わりを明確にして

経営に組み込みました。当社では、地球温暖化防止の取り組み、省エネルギー活動などの取り組みを推進することが社会

的責任であると考え、今後も引き続き企業活動と環境保全活動の調和を図って環境経営のレベルを一層向上させて参り

ます。また、カーボンニュートラル実現に向けた取り組みにも着手する予定です。

事業活動では、中期経営計画「ＣＣ２１」の２年目に当たる昨年９月、従来の伸線機の老朽化に伴うリプレースとし

て生産性向上と高品質化はもとより環境、安全性にも優れた最新鋭の太物用伸線機を知多工場に設置しました。これに

より外注加工の内製化によるコストダウン、納期短縮を実現する体制が整いました。また、中期経営計画の最終年度に

当たる今年、高品質製品の安定供給体制をより強固にするため、ＳＴＣ炉２基を発注します。今後は、これらの投資効果

を最大限に発揮し、収益性を高めるとともに、安全・品質・５Ｓ活動、人材育成、環境対応など全方位的な取り組みを進

めて参ります。そして「モノづくりの原点回帰」、「既存事業の強化」、「経営基盤の整備」など、次の成長のための基礎固

めを行い、“ＣＡＳＥ（Ｃ 、Ａ 、Ｓ Ｓ 、Ｅ ）”に代表される「１００年に一度

の大変革期」の自動車業界を取り巻く厳しい環境にも左右されない強い企業体質を目指してチャレンジして参ります。

最後になりましたが、環境報告書は今年で第１４版となります。当社の環境貢献とそれを実現する環境経営の姿を

ご理解いただくために、わかりやすい報告書を目指して取りまとめました。何卒、当社の取組みについてご理解いた

だき、あわせて広く皆様から今後の課題や期待など、忌憚のない御意見、御助言を賜れば幸いに存じます。 
 
※１：目標４「人材育成」、７「地球環境」、８「働きやすい職場」、９「技術革新」、１１「地域とのつながり」、１２「モノづくり企業

の責任」の６項目（８ページ参照） 

年 月

宮崎精鋼株式会社

代表取締役社長

「環境報告書２０２１」の発行にあたって 

宮崎精鋼株式会社は、モノ造りを通じて 
社会の発展に貢献していきます。 
省エネルギー、地球温暖化問題についても 
積極的に取り組んでいきます。 
 
 
 
 

宮﨑 元伸
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ご理解いただくために、わかりやすい報告書を目指して取りまとめました。何卒、当社の取組みについてご理解いた

だき、あわせて広く皆様から今後の課題や期待など、忌憚のない御意見、御助言を賜れば幸いに存じます。 
 
※１：目標４「人材育成」、７「地球環境」、８「働きやすい職場」、９「技術革新」、１１「地域とのつながり」、１２「モノづくり企業

の責任」の６項目（８ページ参照） 

年 月

宮崎精鋼株式会社

代表取締役社長

「環境報告書２０２１」の発行にあたって 

宮崎精鋼株式会社は、モノ造りを通じて 
社会の発展に貢献していきます。 
省エネルギー、地球温暖化問題についても 
積極的に取り組んでいきます。 
 
 
 
 

宮﨑 元伸
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社 是 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『後から直すは直さない 今すぐ直そう キレイな職場』 

 
 

 
■自然・社会との調和を目指した企業活動 
 

「環境理念」を達成するために「環境方針」を定め、全員参加で環境保全活動に取り組むことにより、お客

さまの信頼、従業員の満足、地域社会への貢献を目指します。

環 境 ス ロ ー ガ ン  
 

 

 
 

環 境 理 念 
 

 

 

 
環 境 方 針 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

環境理念・方針

「もっとまわりを大切に！」 グリーン 

 
 

私たちのまわりを取り巻く、自然や、生物や、人々に感謝し、私たちの企業活動を通じ、より大切に、

より改善して、次世代にバトンタッチ出来るよう「良き企業市民」として行動します。

私たちは、地球環境の向上と企業活動を調和させ、環境負荷の低減を考慮した生産活動を追及する

ことにより環境保全と資源を大切にする企業活動を推進します。

また、上記スローガンを念頭に、次の活動項目を推進します。

１．宮崎精鋼株式会社が行う全ての事業活動について、環境影響を評価し、汚染の予防に努めると共に、

技術的、経済的に可能な範囲で、環境保全活動に取り組み、環境マネジメントシステムを継続的に

改善し、環境パフォーマンスを向上させます。

２．環境関連の法律、規制、協定等を順守するとともに、技術的、経済的に可能な範囲で、自主基準

を設定し、環境に影響を与える恐れのある事業活動を責任をもって管理します。

３．社内改善活動を実行し、省資源・省エネルギー活動の推進、地球温暖化防止活動に積極的に取り

組みます。また、環境保全、資源保護、再生産性に優れた資材の購入に努めます

４．ゼロエミッションによって廃棄物の再資源化率９９．５％を維持します。

５．“５Ｓ活動”を通じ、工場内とその周辺の美化、作業環境の改善を推進します。

６．地域住民とのコミュニケーションを大切にします。

７．この環境方針達成のために、環境目的及び目標を設定するとともに、定期的及び必要に応じて

７、これを見直します。

８．この環境方針を全従業員に環境教育・訓練により、周知徹底を図ります。

８、また、取引先に対しても理解と協力を求めていきます。

 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『その時だけで終わらせない 日々の５Ｓで きれいな職場』

若々しい創造力と情熱あふれるチャレンジ精神で

行動し誠実を以って企業としての責任を果す

【 経 営 理 念 】

１．顧客に対する責任

より良い品質・納期・競争力のあるコストを実現し、更に

時代の変化に対応した技術と商品を開発する事

２．社会に対する責任

我々の作る商品を通し地域社会に貢献する事

３．社員に対する責任

働く生き甲斐と活力ある職場を作る事

４．株主に対する責任

健全な利益をあげ株主の信頼に応える事

【 行 動 指 針 】

１．常に“青春”の心を持ち何事にも積極的にチャレンジする

２．基本を身につけ変化に対応した行動をとる

３．公平で誠実な心を持ち信頼を築く事
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■主要製品 

 
 

会社概要 

冷間引抜鋼管 

ファインスラグ 

精密磨棒鋼 

 

 

 

冷間圧造用鋼線 

 

 

●特殊鋼線材または棒鋼を素材に、冷間引抜
製品を始め、表面キズゼロを保証するピーリ
ング（研削）製品や長尺センタレス（研磨）
製品と、それらに切断・面取等の加工を施し
てお客様の用途やご要望に応じて高品質・高
精度の磨棒鋼製品をお届けしています。 

●磨棒鋼のトップメーカーとして長い間技術
を蓄積してきた宮崎精鋼は PIC(パイプイン
コイル：SR 鋼管をコイル状に巻き取った鋼
管)を素材に、磨棒鋼の引抜技術を融合させて
製造した鋼管製品は新たな用途・可能性を生
み出しお客様のご期待に応えています。 

●グローバル化が進む昨今、世界各地のお客
様に、最適な加工方法で、安定した高品質の
冷間圧造用鋼線をお届けすると同時に、最先
端の技術・設備と宮崎独自の工夫で、環境に
も徹底的に配慮した製品を造り出していま
す。 

●スラグとは、「形状・焼鈍・被膜」の 3 拍
子揃った冷鍛用素形材であり、ファインスラ
グは、長年培ってきた冷間圧造用鋼線の製造
技術をベースに、スラグ形状・金型・加工工
程の設計に至るまで、独自のノウハウと徹底
した管理により製造しています。 

 
 
 売上高、販売数量と当社の沿革 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『小さな意識で大きな差、５Ｓで変わる作業効率』

＊会計年度 6 月 1 日から翌年 5 月 31 日 

■売上高と販売数量 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当社の沿革 
 昭和 年 月（ ） 宮崎鉄工所創業

年 月（ ） 表示許可工場となる。

年 月（ ） 知多工場（東海市）冷間圧造用鋼線専用工場完成

年 月（ ） 株 交邦磨棒鋼センター設立

年 月（ ） 八重洲技研通商 株 設立

年 月（ ） 東洋精鋼 株 設立

年 月（ ） 八重洲技研通商 株 を宮崎エンジニアリング 株 に改称

平成 年 月（ ） 十四山工場冷間引抜鋼管専用工場完成

年 月（ 中京製線 株 へ資本参加

年 月（ 知多工場 認証取得

年 月（ ） 本社工場・十四山工場 認証取得

年 月（ ） 認証取得

年 月（ ） 認証取得

年 月（ ） 本社工場 名古屋市エコ事業所認定取得

年 月（ ） 出資会社の中京製線 株 は 株 チタックと合併し日鉄東海鋼線に社名変更

（現 日鉄鋼線）

年 月（ ） 日鉄特殊鋼棒線製品（蘇洲）有限公司を設立し資本参加

（現 日鉄冷圧鋼線（蘇州）有限公司）

年 月（ ） を設立し資本参加

年 月（ ） 認証取得

年 月（ ） 知多新工場竣工 
年 月（ ） 新日本製鐵株式会社と住友金属工業株式会社が合併し、新日鐵住金株式会社 

が誕生 
年 １月 出資会社の は と合併し

に社名変更

（現 ）

年 月 をメキシコに設立

年 月 を設立し出資

（現 ）

年 月（ ） の開所式

年 月（ ） 認証取得

年 月（ ） 宮崎精鋼 創業８０周年

年 月（ ） 新日鐵住金株式会社が日本製鉄株式会社に商号を変更

令和 年 月（ ） 本社講堂及び食堂棟完成

２年 月（ ） 製品展示室（本社）完成

売上高推移と販売数量推移 
千ﾄﾝ 億円  売上高  販売数量

(億円）   （千トン）

10年度

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

年度

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

売上高

販売数量

宮崎精鋼２０２０年度 ５Ｓ標語『見える化された備品の管理 ５Ｓで高まる現場力』
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１．環境マネジメント・環境保全活動  

■推進体制 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

１．環境マネジメント・環境保全活動 

経営者（社長）

環境管理責任者

環境理念 環境方針

環境目的プログラム
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業
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『全員参加で快適職場５Ｓで輝く自慢の職場』

１１..１１ 推推進進体体制制とと活活動動経経緯緯  

 
■環境活動の経緯 

２００１年 ０６月 認証取得（１９９６年版）
２００４年 ０９月 ゼロエミッションのキックオフ
２００５年 ０６月 第１期ゼロエミッション目標 全工場にて９５ ０％達成
２００５年 １１月 名古屋市エコ事業所認定（本社工場）
２００６年 ３月 第２期ゼロエミッション目標 全工場にて９８ ５％達成
２００６年 ５月 移行取得（２００４年版）
２００６年 ６月 第３期ゼロエミッション目標 全工場にて９９ ５％達成
２００６年 １０月 ５Ｓ活動のキックオフ
２００８年 ８月 コイル素材無人搬送車「ＡＧＶ（ ）」を導入（本社工場）
２００８年 １１月 環境報告書 第 版発行（ 年以降は毎年発行）
２００８年 １１月 名古屋市エコ事業所認定の更新（本社工場）
２００９年 ３月 Ｎｏ ２ 新連続炉の新設（知多工場）
２０１０年 １月 線材用の新酸洗設備ラインの新設（知多工場）
２０１１年 ５月 コイル素材無人搬送車「ＡＧＶ（ ）」を導入（知多工場）
２０１１年 １１月 名古屋市エコ事業所の２回目更新（本社工場）
２０１１年 １２月 スラグ用の新酸洗設備ラインの新設（知多工場）
２０１２年 ７月 排水処理設備の更新（本社工場）
２０１２年 ９月 バー酸洗設備の更新（本社工場）
２０１３年 １月 コイル酸洗設備の更新（本社工場）
２０１５年 １月 名古屋市優良エコ事業所認定（本社工場）
２０１５年 ２月 中部地方電気使用合理化委員会委員長表彰受賞
２０１５年 １２月 スラグ用の新ＳＴＣ炉の新設（知多工場）
２０１６年 ６月 移行取得（２０１５年版）
２０１９年 １月 スラグ検査フロアー、金型管理室、金型立体倉庫の新設（知多工場）
２０２０年 ３月 ピーリングマシンの新設（十四山工場）
２０２０年 ８月 伸線１３号機の新設（知多工場）
２０２１年 １月 名古屋市優良エコ事業所更新（本社工場）

 

 

 

 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『地味だけど 続ける力が 職場の力 高めよう５Ｓ職場』

１.２ 中期経営計画「ＣＣ２１」におけるＳＤＧｓの推進   
ＳＤＧｓとは、“ ”の略であり、「持続可能な世界を実現」し、「地球上の

誰一人として取り残さない」目標です。２０１５年９月に国連本部で開かれたサミットで日本を含む１９３

の加盟国が合意し採択された国際社会共通の目標です。２０３０年までに達成すべき１７の目標とターゲッ

トで構成されています。当社は中期経営計画「ＣＣ２１」における「経営ビジョン」や「経営戦略」を踏まえ、 
持続可能に成長していくための重点取組み項目として以下の６つを定めました。 

  当社の重要課題に対する取り組みが、ＳＤＧｓ６つの目標のどれに関連するかを各課のアクションプランと 
紐付け活動しています。これらの重要課題への取り組みが、当社を更に発展・成長させるとともに、ＳＤＧｓ 
の推進に貢献すると考えています。 

 
【目標８「働き甲斐も成長も」の具体的な目標】 
来年３月に「健康経営優良法人２０２２」の認定を取得する予定です。

健康経営優良法人は、経済産業省の認定制度で「日本健康会議」が進める健康増進の取り組みをもとに、

特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。 

・法令順守の徹底と管理の強化
・社会人基礎力の養成
・主体性を持って行動する人材の育成
・多能工化の推進
・技能伝承も含めた教育の充実

「人材育成」

・男女の区別のない職制
・女性、障害者雇用
・職場環境の改善
・働き方改革
・健康経営の推進

「働きやすい職場」

・再生可能エネルギー電力の活用
・化石燃料の使用削減（CO2 削減）

「地球環境」

・競争力あるコストの実現
・製品の高付加価値化
・新商品、新技術の開発
・Al、loTを活用した生産性向上
・新規設備投資と有効活用
・高効率設備への生産集約

「技術革新」

・廃棄物削減
・在庫管理による資源の有効活用
・品質、納期の安定供給
・歩留まり向上
・生産、品質管理データの信頼性の向上
・SDGsに取り組む会社との取引強化

「ものづくり企業の責任」

・自然災害に強い事業所
・地域社会貢献、共生
・交通安全

「地域とのつながり」
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■環境活動の経緯 
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２００４年 ０９月 ゼロエミッションのキックオフ
２００５年 ０６月 第１期ゼロエミッション目標 全工場にて９５ ０％達成
２００５年 １１月 名古屋市エコ事業所認定（本社工場）
２００６年 ３月 第２期ゼロエミッション目標 全工場にて９８ ５％達成
２００６年 ５月 移行取得（２００４年版）
２００６年 ６月 第３期ゼロエミッション目標 全工場にて９９ ５％達成
２００６年 １０月 ５Ｓ活動のキックオフ
２００８年 ８月 コイル素材無人搬送車「ＡＧＶ（ ）」を導入（本社工場）
２００８年 １１月 環境報告書 第 版発行（ 年以降は毎年発行）
２００８年 １１月 名古屋市エコ事業所認定の更新（本社工場）
２００９年 ３月 Ｎｏ ２ 新連続炉の新設（知多工場）
２０１０年 １月 線材用の新酸洗設備ラインの新設（知多工場）
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２０１３年 １月 コイル酸洗設備の更新（本社工場）
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２０１９年 １月 スラグ検査フロアー、金型管理室、金型立体倉庫の新設（知多工場）
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２０２０年 ８月 伸線１３号機の新設（知多工場）
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紐付け活動しています。これらの重要課題への取り組みが、当社を更に発展・成長させるとともに、ＳＤＧｓ 
の推進に貢献すると考えています。 

 
【目標８「働き甲斐も成長も」の具体的な目標】 
来年３月に「健康経営優良法人２０２２」の認定を取得する予定です。

健康経営優良法人は、経済産業省の認定制度で「日本健康会議」が進める健康増進の取り組みをもとに、

特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。 

・法令順守の徹底と管理の強化
・社会人基礎力の養成
・主体性を持って行動する人材の育成
・多能工化の推進
・技能伝承も含めた教育の充実

「人材育成」

・男女の区別のない職制
・女性、障害者雇用
・職場環境の改善
・働き方改革
・健康経営の推進

「働きやすい職場」

・再生可能エネルギー電力の活用
・化石燃料の使用削減（CO2 削減）

「地球環境」

・競争力あるコストの実現
・製品の高付加価値化
・新商品、新技術の開発
・Al、loTを活用した生産性向上
・新規設備投資と有効活用
・高効率設備への生産集約

「技術革新」

・廃棄物削減
・在庫管理による資源の有効活用
・品質、納期の安定供給
・歩留まり向上
・生産、品質管理データの信頼性の向上
・SDGsに取り組む会社との取引強化

「ものづくり企業の責任」

・自然災害に強い事業所
・地域社会貢献、共生
・交通安全

「地域とのつながり」
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１．環境マネジメント・環境保全活動 

 

■ 宮崎精鋼のＳＤＧｓ 

＃ マテリアリティ 具体的目標
・再資源化率残り 0.02％に対する再資源化取り組み
・廃硫酸の再利用
・ピーリング製品のひもごみ削減

在庫管理による資源の有効活用 ・製品滞留在庫の削減
・社内要因の品質異常・納期遅延ゼロ
・顧客クレーム撲滅への継続取り組み

歩留まり向上 ・削りしろを改善し薄削りを実現
・社内・外注品質トラブルロス削減
・システム再構築

SDGsに取り組む会社との取引強化 ・取引先評価項目への追記による取引強化
・コンプライアンス研修の実施
・コンプライアンス違反の定期的なチェック
・BizCAMPUSを活用した階層別研修の仕組みを運用
・積極的失敗を受け止める組織風土の醸成
・コミュニケーションスキル向上、自己啓発支援

主体性を持って行動する人材の育成 ・権限移譲ルールの策定
・グループを超えた多能工の推進
・動画を使った教育

技能伝承も含めた教育の充実 ・海外指導員の養成
男女の区別のない職制 ・優秀な女性社員の管理職への登用
女性、障害者雇用 ・障害者採用、技術職への女性積極採用

・粉塵、油煙、騒音の削減
・熱中症対策
・有給休暇取得率の向上
・時間外労働の削減
・喫煙率低減
・健康増進アプリを活用した健康情報の周知・啓蒙
・健康診断項目の充実
・健康経営優良法人の認証取得

競争力あるコストの実現 ・労働生産性向上への継続取組
製品の高付加価値化 ・ボンデ代替被膜の開発

・ステンレス鋼のピーリングを商品化
・解析を活用した金型寿命の向上

新商品、新技術の開発 ・次世代産業向けの商品開発（自動車の電動化など）
・酸洗レス伸線技術の開発
・業務のオンライン化
・検査作業の見直し、官能検査の廃止
・生産性が表示できる仕組みづくり
・老朽化した面取り機をサーボ式へリプレース
・伸線機と熱処理炉の更新、フォークリフトからAGVへ

高効率設備への生産集約 ・PM3号の生産性の向上、生産性阻害要因の対策
再生可能エネルギー電力の活用 ・各工場の使用電力の一部を再生可能エネルギー電力に切り替え

・社有車をPHVへ切り替え
・矯正油の持ち出し量の削減
・電力、都市ガス、エネルギー原単位の削減
・トラック輸送効率の向上

・計画的な緊急地震速報、避難、安否確認訓練の実施
・災害時のライフライン確保（蓄電池の導入）
・油の工場内流出防止、浸水防止
・各工場周辺の一斉清掃継続
・工場見学、インターンシップの受入
・防犯協会、法人会など団体活動を通じた地域への貢献
・社有車にドライブレコーダーを設置
・交通安全教育（KYT）を実施
・交通安全立哨の継続

『人材育成』
法令順守の徹底と管理の強化

社会人基礎力の養成

品質・納期の安定供給

多能工化の推進

『ものづくり企業の責任』 廃棄物削減

生産・品質管理データの信頼性の向上

『働きやすい職場』
職場環境の改善

働き方改革

健康経営の推進

『地域とのつながり』

地域社会貢献・共生

交通安全

新規設備投資と有効活用

自然災害に強い事業所

『地球環境』

化石燃料の使用削減（CO2削減）

『技術革新』

AI、IoTを活用した生産性向上

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『職場の 5Ｓは作業に直結 意識を高めて 環境づくり』 宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『挨拶一つで気分 UP 仕事モードへやる気スイッチ』

１.３ 環境教育 

本社工場は小学校や商店街及び住宅街に隣接した場所に位置し、また、知多工場や十四山工場も同様に

住宅地に隣接しているので、地域の環境の大切さを考えて環境問題に取り組んでいます。 

■社内啓蒙活動 

●環境マネジメント教育 
従業員に、新年度の環境方針・目標を周知させ、工場の活動による環境影響とその責任について教育し、

環境保全維持のための環境意識の向上に努めています。 
 
●安全衛生教育 

労働者がストレスのない健康で安全な作業ができるように、 
必要な安全衛生に関する知識を学んでいます。労働災害防止 
として、設備や作業上、及び化学物質についての取り扱いリス 
クアセスメントを実施し、危険予知活動、指差呼称、ヒヤリハット 
報告を行って安全強化に努めています。また、各工場３ケ月に１回 
産業医の先生に工場をご視察して頂き、ご指導を頂いております。 
 
●５Ｓ活動 

年に１回、社長、役員でトップパトロールを実施し、在庫管理の強化・工夫、機械周りの油や埃の清掃、

挨拶など、５Ｓ活動の進化を評価し、最優秀賞・優良賞・努力賞を表彰しています。 
また、５Ｓポスターや５Ｓ標語を募集して、優秀賞や佳作賞を社内に表彰するとともに掲示し、５Ｓ意識

の高揚に役立てています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

トップパトロール巡回風景 

安全衛生委員会 

５Ｓポスター 入選作 ５Ｓ標語 優秀作 



９      
       

１０
      

 
 
 
１．環境マネジメント・環境保全活動 

 
 
 
１．環境マネジメント・環境保全活動 

 

■ 宮崎精鋼のＳＤＧｓ 

＃ マテリアリティ 具体的目標
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・積極的失敗を受け止める組織風土の醸成
・コミュニケーションスキル向上、自己啓発支援

主体性を持って行動する人材の育成 ・権限移譲ルールの策定
・グループを超えた多能工の推進
・動画を使った教育

技能伝承も含めた教育の充実 ・海外指導員の養成
男女の区別のない職制 ・優秀な女性社員の管理職への登用
女性、障害者雇用 ・障害者採用、技術職への女性積極採用

・粉塵、油煙、騒音の削減
・熱中症対策
・有給休暇取得率の向上
・時間外労働の削減
・喫煙率低減
・健康増進アプリを活用した健康情報の周知・啓蒙
・健康診断項目の充実
・健康経営優良法人の認証取得

競争力あるコストの実現 ・労働生産性向上への継続取組
製品の高付加価値化 ・ボンデ代替被膜の開発

・ステンレス鋼のピーリングを商品化
・解析を活用した金型寿命の向上

新商品、新技術の開発 ・次世代産業向けの商品開発（自動車の電動化など）
・酸洗レス伸線技術の開発
・業務のオンライン化
・検査作業の見直し、官能検査の廃止
・生産性が表示できる仕組みづくり
・老朽化した面取り機をサーボ式へリプレース
・伸線機と熱処理炉の更新、フォークリフトからAGVへ

高効率設備への生産集約 ・PM3号の生産性の向上、生産性阻害要因の対策
再生可能エネルギー電力の活用 ・各工場の使用電力の一部を再生可能エネルギー電力に切り替え

・社有車をPHVへ切り替え
・矯正油の持ち出し量の削減
・電力、都市ガス、エネルギー原単位の削減
・トラック輸送効率の向上

・計画的な緊急地震速報、避難、安否確認訓練の実施
・災害時のライフライン確保（蓄電池の導入）
・油の工場内流出防止、浸水防止
・各工場周辺の一斉清掃継続
・工場見学、インターンシップの受入
・防犯協会、法人会など団体活動を通じた地域への貢献
・社有車にドライブレコーダーを設置
・交通安全教育（KYT）を実施
・交通安全立哨の継続

『人材育成』
法令順守の徹底と管理の強化

社会人基礎力の養成

品質・納期の安定供給

多能工化の推進

『ものづくり企業の責任』 廃棄物削減

生産・品質管理データの信頼性の向上

『働きやすい職場』
職場環境の改善

働き方改革

健康経営の推進

『地域とのつながり』

地域社会貢献・共生

交通安全

新規設備投資と有効活用

自然災害に強い事業所

『地球環境』

化石燃料の使用削減（CO2削減）

『技術革新』

AI、IoTを活用した生産性向上

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『職場の 5Ｓは作業に直結 意識を高めて 環境づくり』 宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『挨拶一つで気分 UP 仕事モードへやる気スイッチ』

１.３ 環境教育 

本社工場は小学校や商店街及び住宅街に隣接した場所に位置し、また、知多工場や十四山工場も同様に

住宅地に隣接しているので、地域の環境の大切さを考えて環境問題に取り組んでいます。 

■社内啓蒙活動 

●環境マネジメント教育 
従業員に、新年度の環境方針・目標を周知させ、工場の活動による環境影響とその責任について教育し、

環境保全維持のための環境意識の向上に努めています。 
 
●安全衛生教育 

労働者がストレスのない健康で安全な作業ができるように、 
必要な安全衛生に関する知識を学んでいます。労働災害防止 
として、設備や作業上、及び化学物質についての取り扱いリス 
クアセスメントを実施し、危険予知活動、指差呼称、ヒヤリハット 
報告を行って安全強化に努めています。また、各工場３ケ月に１回 
産業医の先生に工場をご視察して頂き、ご指導を頂いております。 
 
●５Ｓ活動 

年に１回、社長、役員でトップパトロールを実施し、在庫管理の強化・工夫、機械周りの油や埃の清掃、

挨拶など、５Ｓ活動の進化を評価し、最優秀賞・優良賞・努力賞を表彰しています。 
また、５Ｓポスターや５Ｓ標語を募集して、優秀賞や佳作賞を社内に表彰するとともに掲示し、５Ｓ意識

の高揚に役立てています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

トップパトロール巡回風景 

安全衛生委員会 

５Ｓポスター 入選作 ５Ｓ標語 優秀作 
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 宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『職場の整理は心の整理 全員参加で取組もう』

１.４ マテリアルバランス 
 

マテリアルバランスとは、企業の事業活動におけるエネルギーおよび資源の投入量（インプット）と、

その活動に伴って発生した環境負荷（アウトプット）をあらわしたものです。当社では、事業活動に伴っ

て発生する環境負荷を把握し、その低減に向けて取り組んでいます。

報告対象期間：２０２０年６月１日～２０２１年５月３１日

報告対象範囲：当社の３工場（本社工場、十四山工場、知多工場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

エネルギー 
 
原油換算     8,642kl 

  (内訳) 
電力   13,336,405 kWh 
都市ガス  4,525,538m3 

軽油     25,710l 
灯油           4,668l 

INPUT 

水 
 
工業用水      247,389 t 
上水           10,156 t 

原料 
 

素材   160,458 t 
   
    
 

温室効果ガス 
 

CO2    16,141t-CO2 

OUTPUT 

排水 
 
公共用水域   223,046 t 
下水        13,964 t 
蒸発          20,673 t 
その他  0.2 t  

廃棄物 
 
発生量         8,058ｔ 
再資源化率    99.98 % 
 

宮崎精鋼 

素材調達 
 

素材 
 

製造活動 
 

素材 
 

製品出荷 
 

素材 
 

再資源化・廃棄 
 

素材 
 製品（販売量） 

 
  合計       154,901ｔ 
   (内訳) 

本社工場   28,873 t 
十四山工場 
知多工場   126,028 t 

 

化学物質 
 

PRTR 法対象化学物質 
排出量     0.2ｔ 
移動量   1.1 t  

化学物質 
 

PRTR 法対象化学物質 
        47.2ｔ 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『気づき 発想 創意工夫 みんな持ってる５Ｓの素』

当社 鉄鋼メーカー

酸洗工程・焼鈍工程を省略 顕熱利用

ＣＯ２削減　０．０８１８t－ＣＯ２ ＣＯ２発生　０．０７６７t－ＣＯ２

メリット ：トータルで０．００５１t－ＣＯ２/t　ＣＯ２削減

１．５ 製造プロセスにおけるＣＯ２削減 

環境負荷の低減を図るために、鉄鋼メーカーの圧延時の顕熱を用いた緩速冷却による軟質化した鋼材を使

用することにより、工程のスタートにあった酸洗工程 及び 焼鈍工程を省略してＣＯ２を削減しました。

（従来工程） 酸洗 → 焼鈍 → 酸洗 → 伸線 → 焼鈍 → 伸線 → 酸洗 
 

（改善工程） 熱処理省略鋼 → 酸洗 → 伸線 → 焼鈍 → 伸線 → 酸洗 
 

 
 
 
＜製造プロセスにおけるＣＯ２削減実績＞ 
 
 
 
 
 
 

１．６ 化学物質管理 
当社の PRTR 法「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」の該当

物質は、酸洗工程の薬剤に使用し、該当物質の取扱量、排出量及び移動量は愛知県に届け出をしています。 
 
ＰＲＴＲ法該当物質の取扱量、排出量及び移動量 
＜酸洗工程＞ 

・本社工場 
 

 
 

・知多工場 
 
 
 

 
＊「PRTR（Pollutant Release and Transfer Register ： 化学物質排出移動量届出制度）」とは、有害性

のある多種多様な化学物質が、どのような発生源から、どれくらい環境中に排出されたか、あるいは廃棄

物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデータを把握し、集計し公表する仕組みです。 

熱処理省略鋼使用量 当社 工程省略（酸洗・焼鈍） 熱処理省略鋼（鉄鋼メーカー顕熱利用） トータルＣＯ２削減量

2011年 ８，６２０ｔ △７０５ｔ－ＣＯ２ ６６１ｔ－ＣＯ２ ４４ｔ－ＣＯ２

2012年 ７，３４９ｔ △６０１ｔ－ＣＯ２ ５６４ｔ－ＣＯ２ ３７ｔ－ＣＯ２

2013年 ７，０２７ｔ △５７５ｔ－ＣＯ２ ５３９ｔ－ＣＯ２ ３６ｔ－ＣＯ２

2014年 ６，７７１ｔ △５５４ｔ－ＣＯ２ ５１９ｔ－ＣＯ２ ３５ｔ－ＣＯ２

2015年 ６，６０８ｔ △５４１ｔ－ＣＯ２ ５０７ｔ－ＣＯ２ ３３ｔ－ＣＯ２

2016年 ６，７７３ｔ △５５４ｔ－ＣＯ２ ５１９ｔ－ＣＯ２ ３５ｔ－ＣＯ２

2017年 ６，８６４ｔ △５６１ｔ－ＣＯ２ ５２６ｔ－ＣＯ２ ３５ｔ－ＣＯ２

2018年 ６，８７４ｔ △５６２ｔ－ＣＯ２ ５２７ｔ－ＣＯ２ ３５ｔ－ＣＯ２

2019年 ５，８３１ｔ △４７７ｔ－ＣＯ２ ４４７ｔ－ＣＯ２ ３０ｔ－ＣＯ２

2020年 ６，８０４ｔ △５５７ｔ－ＣＯ２ ５２２ｔ－ＣＯ２ ３５ｔ－ＣＯ２

政令番号 物質名 取扱量 排出量 移動量

チオ尿素

政令番号 物質名 取扱量 排出量 移動量

亜鉛の水溶性化合物 ー ー

チオ尿素

ほう素及びその化合物
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『ハッと気付く 元の場所 無くさぬ工夫 形跡管理』

１.７ 緊急事態テスト 
 

当社では、環境リスクが大きいと想定される緊急事態を特定し、直接又は間接要因で起こりうる有害な

環境影響を予防・緩和するための手順として「緊急事態対応指示書」を定めています。年に１回、主管部

門が緊急事態の対応テストを実施し、手順の有効性を確認しています。

尚、今年度は緊急事態に特定した事故はありませんでした。

 

① 遮蔽版の取付け訓練 ① 濃硫酸の回収訓練 

④放水用バルブによる放水訓練（線材） ④消火栓による消火訓練（スラグ） ⑤冷却水バルブの切換え確認 
（No.2 連続炉） 

 

⑤自家発電装置の稼働確認 
（No.2,3STC 炉） 

 

⑥放流槽の電磁流量計の停止を確認 
 

⑦、⑧消火器による消火訓練 

②、③消火栓による消火訓練 

写真No.

① 濃硫酸タンクへのローリーによる過供給により流出 水質汚染

② 粉塵の引火による集塵機の火災 大気汚染

③ 溶接火花の引火による火災 大気汚染

④ 粉塵の引火による集塵機の火災 大気汚染

⑤ 工場内の停電により熱処理炉が停止 廃棄物増大

⑥ 排水処理設備の中和処理異常による排水 水質汚染

⑦ 粉塵の引火による火災 大気汚染

⑧ 溶接火花の引火による火災 大気汚染

発生場所 想定される緊急事態 生じる環境影響

本社工場

知多工場

十四山工場

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『きれいな作業着、きれいな設備、見本となれる職場づくり』
 

 

１．８ ゼロ・エミッションの展開 

当社はゴミの分別と３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を活動の基本として、廃棄物削減と再

資源化の推進に向けた活動をしています。 

■ 循環型社会を実現するための４つの活動 

 
「廃棄物も捨てればゴミ、分別すれば資源」をモットーに、廃棄物は表示した入れ物に一時保管し、ま

た、一般ゴミは職場で分別してリサイクルステーションに集め、その後、収集運搬業者に引き取られます。 

 
切削油のミスト化、不良品の撲滅、また、工場内で結束時に使う番線の使用を取り止め、結束ベルトを

活用し番線の廃棄量を減少しました。 

 
酸洗ラインで使用して古くなった硫酸に新たに硫酸を加え、酸回収装置で鉄分を除去して酸濃度を調整

した後、酸洗ラインに戻して再使用しています。 

 
酸回収装置から七水塩を回収し、中間処理業者で硫酸や水などを加えて酸化処理を進め、消臭能力のあ

る凝集剤を作ります。 
 

 
 
 
 

 

■廃棄物の適切な分別と産業廃棄物処理業者の適切な処理 

生産活動に伴って発生する廃棄物を、法に従い安全かつ適正に処理しています。工場では、廃棄物置場

を設置して仮保管し、その後、産業廃棄物処理業者に渡しています。また、産業廃棄物管理伝票（紙マニ

フェスト）の作成（本社工場と知多工場の特別管理産業廃棄物は電子マニフェストを利用）及び、年に１

回の現地確認で適切な処理がされているか確認しています。 
 
 
 
 

ゴミ の分別

減量化

再資源化

(減量化) 

 

七水塩 

 

再使用

(減量化) 

＊凝集剤として下水処理や排水処理などに使われてい

ます。アンモニア・硫化物に対し強力な消臭効果を発揮

し、また、排水処理時の pH 適性範囲が広く、硫化水素

やアンモニア、メチルメルカプタンなどの悪臭を除去し

ます。 

凝集剤 

知多工場内で保管して 
いる廃硫酸置場 

中和処理 排水処理施設 下水道に排出 

（写真は株式会社ダイセキ殿） 
  

引取り・運搬 



１３           １４
  

１．環境マネジメント・環境保全活動 １．環境マネジメント・環境保全活動 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『ハッと気付く 元の場所 無くさぬ工夫 形跡管理』
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門が緊急事態の対応テストを実施し、手順の有効性を確認しています。

尚、今年度は緊急事態に特定した事故はありませんでした。
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写真No.
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③ 溶接火花の引火による火災 大気汚染

④ 粉塵の引火による集塵機の火災 大気汚染

⑤ 工場内の停電により熱処理炉が停止 廃棄物増大

⑥ 排水処理設備の中和処理異常による排水 水質汚染

⑦ 粉塵の引火による火災 大気汚染

⑧ 溶接火花の引火による火災 大気汚染

発生場所 想定される緊急事態 生じる環境影響

本社工場

知多工場

十四山工場

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『きれいな作業着、きれいな設備、見本となれる職場づくり』
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る凝集剤を作ります。 
 

 
 
 
 

 

■廃棄物の適切な分別と産業廃棄物処理業者の適切な処理 

生産活動に伴って発生する廃棄物を、法に従い安全かつ適正に処理しています。工場では、廃棄物置場

を設置して仮保管し、その後、産業廃棄物処理業者に渡しています。また、産業廃棄物管理伝票（紙マニ

フェスト）の作成（本社工場と知多工場の特別管理産業廃棄物は電子マニフェストを利用）及び、年に１

回の現地確認で適切な処理がされているか確認しています。 
 
 
 
 

ゴミ の分別

減量化

再資源化

(減量化) 

 

七水塩 

 

再使用

(減量化) 

＊凝集剤として下水処理や排水処理などに使われてい

ます。アンモニア・硫化物に対し強力な消臭効果を発揮

し、また、排水処理時の pH 適性範囲が広く、硫化水素

やアンモニア、メチルメルカプタンなどの悪臭を除去し

ます。 

凝集剤 
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いる廃硫酸置場 
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（写真は株式会社ダイセキ殿） 
  

引取り・運搬 



１５       １６ 
 

 
１．環境マネジメント・環境保全活動  

 
１．環境マネジメント・環境保全活動 

 

＊酸洗の汚泥を中間処理業者で天日乾燥した後、自治体に土地改良土として販売していましたが、有害物質の混入を防ぐため、2008 年度 
自治体から中間処理業者に乾燥処理を目的とした熱処理工程の追加依頼がありました。しかし、中間処理業者は熱処理設備を所有してい 
なかったため、リサイクル製品として販売することが出来ず、2009 年度は埋立て量が増えました。その後、2010 年度に熱処理設備があ 
る中間処理業者を探し出し、切り替えをしてセメント原料に再資源化して埋め立て量を減らしました。 

 
■ ゼロ・エミッションの推移 

 
２００３年度 再資源化率は７７.２％であり、２００４年度よりゼロエミッション活動をスタートしました。 
２００８年度 酸回収装置の導入により廃酸量を減らしました。 
２００９年度 有害物質除去徹底のために、自治体から熱処理工程の要請がありましたが、当社の酸洗汚泥

処理工程には熱処理工程がないため、埋め立て処理をしました。 
２０１０年度 熱処理設備を所有する中間処理業者を探し出し、酸洗汚泥をセメント原料に再資源化するこ

とにより再資源化率を回復しました。また、砥石類をバレル研磨材に再資源化し、電卓や革 
靴などは埋め立て処分から焼却処理にしました。 

２０１２年度  塩ビ管を埋め立て処分から塩ビ管の原料への再資源化に変更しました。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●廃棄物の排出量と内訳 

２０２０年度の当社の総排出量は ８,０５８ｔで、再資源化率の実績は、９９.９８％でした。 
（トン当たりの排出量） 
 
 
 
 
（排出内訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊再資源化率＝再資源化量÷（排出量―焼却量―排水量） 

２０１９年度 

２０２０年度 

（種類別廃棄物の排出量と構成比率） 

＜再資源化率と最終処分量（埋め立て廃棄物）の推移＞

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

 
ｔ  ｔ 

最終処分量  再資源化率 

工場 知多工場 本社工場 十四山工場 全工場

再資源化量(t)

埋立量(t)

焼却量(t)
排水量(t)

再資源化率(%)

　 　鉄関係(t)

　　 廃酸(t)

　   七水塩(t)

　 　汚泥(t)

   　粉じん・スケール(t)

     廃油･廃ﾌﾟﾗ・一般ｺﾞﾐ(t)

合計（ｔ）

全工場
2019年度

排出量
構成率

2020年度
排出量

構成率

工場 知多工場 本社工場 十四山工場 全工場

生産量(t)

排出量(t)

トン当たり排出量(kg)

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『５Ｓは職場の身だしなみ 毎日整え好印象』
  

 

社 長

エネルギー管理企画推進者

（管理統括者を補佐）

エネルギー管理統括者

本社工場 ｴﾈﾙｷﾞｰ管理者

（知多工場を管理）

知多工場十四山工場

年度
２０１９年度

基準年
２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

計画 ー ▲0.1％ ▲1.0％ ▲1.5％

21.47kl/千ｔ 22.07kl/千ｔ ー ー

ー ▲2.8％ ー ー

全工場エネルギーの
原単位の削減 実績

１．９ 省エネ活動 
２０２０年度の省エネ活動として、知多工場は、①伸線 13 号機の更新による生産性の向上（線材）、

②人員の配置見直しにより待ち時間を削減し、先行夜勤を廃止（スラグ）、本社工場は、①全機械のエア

ー3 点セット（111 台）を点検し、異常品は、修理または新品に交換、②機械停止時の電源 OFF、エアー

遮断の徹底継続、十四山工場は、①PM3号機への生産集約化による電力原単位削減、②切断ライン搬送

機の空転防止回路への変更に取り組みました。 また、IoT を活用した取組みとして、本社工場は棒鋼引

抜き、知多工場は伸線の電力監視を継続、十四山工場は、コンプレッサーに電力監視装置を取り付け無

駄なエアーの供給を削減しました。２０２０年に入ってコロナ禍の影響を受け受注量が大幅ダウンとな

ったため、２０２０年度の全社のエネルギー使用量の原単位は基準年度（２０１９）対比 ２.８％の増加

となりましたが、原油換算で８,６４２ｋℓとなり、基準年度（２０１９）対比４.８％の削減となりまし

た。 
２０２１年度の省エネ計画では、①厚生棟のエアコン更新による電力の削減（知多工場）、②熱処理炉

の RX ガス発生装置の 1/6 のターンダウンによる都市ガスの削減（知多工場）、③SF７号機のエアーブロ

ーのルーツブロワー化（スラグ）、④スーパーアルカリイオン水活用による機械油洗浄の簡素化（スラグ）、

⑤エアー漏れの定期点検と修理実施（全工場）を計画しており、エネルギー削減を図ります。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  

 

（知多工場）
エネルギー
使用実績
７，６０９ｋℓ

年度対比
減

（本社工場）

エネルギー

使用実績

５５９ｋℓ

年度対比

減

（十四山工場）

エネルギー

使用実績

４７５ｋℓ

年度対比

減

２０２０年４月～２０２１年３月 全工場のエネルギー使用実績 ： 原油換算 ８,６４２ｋℓ  
 

  

（目標と実績 ２０１９年度を基準年としたエネルギー原単位の削減目標と実績

原油換算 3,000kℓ以上使用のため、第一種エネルギー管理指定工場 

＋2.8％ 

※３か年の削減目標と削減目標となる基準年を環境目的プログラム一覧表に定めています。

＜省エネ活動組織体制＞ 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『 意識持ち、習慣つけ、目指せ職場の５Ｓ職人』
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68%

12%

8%
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１．環境マネジメント・環境保全活動 

 

＊酸洗の汚泥を中間処理業者で天日乾燥した後、自治体に土地改良土として販売していましたが、有害物質の混入を防ぐため、2008 年度 
自治体から中間処理業者に乾燥処理を目的とした熱処理工程の追加依頼がありました。しかし、中間処理業者は熱処理設備を所有してい 
なかったため、リサイクル製品として販売することが出来ず、2009 年度は埋立て量が増えました。その後、2010 年度に熱処理設備があ 
る中間処理業者を探し出し、切り替えをしてセメント原料に再資源化して埋め立て量を減らしました。 

 
■ ゼロ・エミッションの推移 

 
２００３年度 再資源化率は７７.２％であり、２００４年度よりゼロエミッション活動をスタートしました。 
２００８年度 酸回収装置の導入により廃酸量を減らしました。 
２００９年度 有害物質除去徹底のために、自治体から熱処理工程の要請がありましたが、当社の酸洗汚泥

処理工程には熱処理工程がないため、埋め立て処理をしました。 
２０１０年度 熱処理設備を所有する中間処理業者を探し出し、酸洗汚泥をセメント原料に再資源化するこ

とにより再資源化率を回復しました。また、砥石類をバレル研磨材に再資源化し、電卓や革 
靴などは埋め立て処分から焼却処理にしました。 

２０１２年度  塩ビ管を埋め立て処分から塩ビ管の原料への再資源化に変更しました。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●廃棄物の排出量と内訳 

２０２０年度の当社の総排出量は ８,０５８ｔで、再資源化率の実績は、９９.９８％でした。 
（トン当たりの排出量） 
 
 
 
 
（排出内訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊再資源化率＝再資源化量÷（排出量―焼却量―排水量） 

２０１９年度 

２０２０年度 

（種類別廃棄物の排出量と構成比率） 

＜再資源化率と最終処分量（埋め立て廃棄物）の推移＞

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

 
ｔ  ｔ 

最終処分量  再資源化率 

工場 知多工場 本社工場 十四山工場 全工場

再資源化量(t)

埋立量(t)

焼却量(t)
排水量(t)

再資源化率(%)

　 　鉄関係(t)

　　 廃酸(t)

　   七水塩(t)

　 　汚泥(t)

   　粉じん・スケール(t)

     廃油･廃ﾌﾟﾗ・一般ｺﾞﾐ(t)

合計（ｔ）

全工場
2019年度

排出量
構成率

2020年度
排出量

構成率

工場 知多工場 本社工場 十四山工場 全工場

生産量(t)

排出量(t)

トン当たり排出量(kg)

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『５Ｓは職場の身だしなみ 毎日整え好印象』
  

 

社 長

エネルギー管理企画推進者

（管理統括者を補佐）

エネルギー管理統括者

本社工場 ｴﾈﾙｷﾞｰ管理者

（知多工場を管理）

知多工場十四山工場

年度
２０１９年度

基準年
２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

計画 ー ▲0.1％ ▲1.0％ ▲1.5％

21.47kl/千ｔ 22.07kl/千ｔ ー ー

ー ▲2.8％ ー ー

全工場エネルギーの
原単位の削減 実績

１．９ 省エネ活動 
２０２０年度の省エネ活動として、知多工場は、①伸線 13 号機の更新による生産性の向上（線材）、

②人員の配置見直しにより待ち時間を削減し、先行夜勤を廃止（スラグ）、本社工場は、①全機械のエア

ー3 点セット（111 台）を点検し、異常品は、修理または新品に交換、②機械停止時の電源 OFF、エアー

遮断の徹底継続、十四山工場は、①PM3号機への生産集約化による電力原単位削減、②切断ライン搬送

機の空転防止回路への変更に取り組みました。 また、IoT を活用した取組みとして、本社工場は棒鋼引

抜き、知多工場は伸線の電力監視を継続、十四山工場は、コンプレッサーに電力監視装置を取り付け無

駄なエアーの供給を削減しました。２０２０年に入ってコロナ禍の影響を受け受注量が大幅ダウンとな

ったため、２０２０年度の全社のエネルギー使用量の原単位は基準年度（２０１９）対比 ２.８％の増加

となりましたが、原油換算で８,６４２ｋℓとなり、基準年度（２０１９）対比４.８％の削減となりまし

た。 
２０２１年度の省エネ計画では、①厚生棟のエアコン更新による電力の削減（知多工場）、②熱処理炉

の RX ガス発生装置の 1/6 のターンダウンによる都市ガスの削減（知多工場）、③SF７号機のエアーブロ

ーのルーツブロワー化（スラグ）、④スーパーアルカリイオン水活用による機械油洗浄の簡素化（スラグ）、

⑤エアー漏れの定期点検と修理実施（全工場）を計画しており、エネルギー削減を図ります。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  

 

（知多工場）
エネルギー
使用実績
７，６０９ｋℓ

年度対比
減

（本社工場）

エネルギー

使用実績

５５９ｋℓ

年度対比

減

（十四山工場）

エネルギー

使用実績

４７５ｋℓ

年度対比

減

２０２０年４月～２０２１年３月 全工場のエネルギー使用実績 ： 原油換算 ８,６４２ｋℓ  
 

  

（目標と実績 ２０１９年度を基準年としたエネルギー原単位の削減目標と実績

原油換算 3,000kℓ以上使用のため、第一種エネルギー管理指定工場 

＋2.8％ 

※３か年の削減目標と削減目標となる基準年を環境目的プログラム一覧表に定めています。

＜省エネ活動組織体制＞ 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『 意識持ち、習慣つけ、目指せ職場の５Ｓ職人』

67%

13%

8%
7% 3% 2%

68%

12%

8%
7% 3% 2%
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２.２ 環境目的プログラム達成状況 
 
『環境目的プログラム』に沿って環境管理活動を推進しています。

※目標の達成度：★★★★ 以上 ★★★ ～ ％ ★★ ～ ★ 以下

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

全社 エネルギーの削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ２８％増 ★（※１）

本社工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ０７％減 ★★★★

都市ガス使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ５６％減 ★★★★

エネルギーの削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ４０％減 ★★★★

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 ６２％減 ★★★★

知多工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 ３０％増 原単位 ２０％増 ★★★★

都市ガス使用量の削減 ２０１９年度比 ３０％増 原単位 ３３％増 ★（※２）

エネルギーの削減 ２０１９年度比 ３５％増 原単位 ５３％増 ★（※３）

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 ００％減 ３８％減 ★★★★

十四山工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 １０％減 原単位 １３％減 ★★★★

エネルギーの削減 ２０１９年度比 １０％減 原単位 １４％減 ★★★★

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 １０％減 ４９％増 ★（※４）

※瞬間最大電力使用量：各月の瞬間最大電力使用量の平均を実績としています。

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

全社 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

本社工場 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

知多工場

ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

廃酸の削減（線材） ４０ｔ／月以下 ２８８ｔ／月 ★★★★

廃酸の削減（スラグ） １０ｔ／月以下 ５３ｔ／月 ★★★★

十四山工場 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

本社工場
排出水基準の順守 基準値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

知多工場
排出水基準の順守 基準値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

十四山工場 法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

 
 
 
 
  

１．エネルギーの削減

 

２．廃棄物の削減

 

３．環境負荷の低減

 

＜目標を達成出来なかった要因と反省＞  
※１：知多工場のエネルギー削減目標が未達となり、全社の目標未達に繋がりました。

※２：新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、生産量減少を見込んでいましたが、予想以上に落ち込みが激しく都市ガス原単位が悪化した 
ため、削減目標が未達となりました。 

※３：都市ガス原単位の削減目標が上記の※２の理由により未達となり、結果として知多工場のエネルギー削減目標が未達となりました。

※４：昨年導入したＰＭ３号機へ生産集約中のため、ＰＭ１,２号機で同時稼働となり、瞬間最大電力使用量の削減目標が未達となりました。 
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 ２．環境データ  ２．環境データ 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『できるなら 清掃脱却 汚れぬ仕組み』 

●十四山工場の主な取り組み 
① PM マシーン集約による生産性の向上 
② 切断機コンベアの空転防止 
③ エアー漏れ調査・修理 
 
（総排出量）７９９ｔ-CO２（31.4％減） 
（原単位） ２９.３０kg-CO２／ｔ(45.9%減)
（前年原単位比） ９ ６％減

２．１ ＣＯ２の削減実績 
当社は、生産の効率化と省エネ活動を推進しています。COP21 でパリ協定が採択され、２０１３年が基

準年度になりました。当社は省エネ法や愛知県条例に基づき、活動しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
＊京都議定書削減目標 ６％に対して、 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
    

 
 
 
 
 
  

 
  

 

■全工場 二酸化炭素 排出量推移 

●本社工場の主な取り組み 
① 全機械のエアー3 点セット点検・修理・交換 
② 酸洗 集中生産による都市ガス使用量の削減 
③ 機械停止時の電源 OFF、エアー遮断の徹底  
（総排出量）９４６ｔ-CO２（41.0％減） 
（原単位） ４９.３９kg-CO２／ｔ(22.5％減)  

（前年原単位比） ９.７％減 

Ｃ
０
２

総
排
出
量 

 

原
単
位 

kg-CO2/t

原
単
位 

＜本社工場＞ 
ｔ-CO2/年 kg-CO2/t 

( )は 2013 年度対比 

Ｃ
０
２

総
排
出
量 

 

※パリ協定の基準年である 2013 年度対比では、 
総排出量、原単位ともに削減しています。 

ｔ-CO2/年 

●知多工場の主な取り組み 
① 伸線１３号機新設による生産性の向上 
② 酸洗扉の開閉時間変更によるチョコ停改善 
③ SF10 号機のエアーブローのルーツブロワ 

ー化  
（総排出量）１４,３９５ｔ-CO２（13.1％減） 
（原単位） ４１.７３kg-CO２／ｔ(0.2%減)  

（前年原単位比） ０.３％増 
 

 

ｔ-CO2/年 

Ｃ
０
２

総
排
出
量

 

原
単
位 

＜知多工場＞ 
kg-CO2/t 

( )は 2013 年度対比 

ｔ-CO2/年 kg-CO2/t 

Ｃ
０
２

総
排
出
量 

 原
単
位 

＜十四山工場＞ 

( )は 2013 年度対比 

排出量

原単位

排出量

原単位

排出量

原単位

排出量

原単位

2013年 2014年 2015年 2016年 201７年 2018年 2019年 2020年

前年度対比 ー ▲0.8% ▲4.4% ▲1.6% ▲8.6% ▲8.3%

2013年度対比 ー ▲0.8% ▲0.4% ▲9.0% ▲16.5%

前年度対比 ー ▲1.7% ▲5.4% ▲4.0% ▲0.9%

2013年度対比 ー ▲4.4% ▲8.3% ▲4.7% ▲5.6%

　

総排出量(t)

原単位(kg)/t

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『人も、企業も、成長させる、力の源５Ｓ道』
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２.２ 環境目的プログラム達成状況 
 
『環境目的プログラム』に沿って環境管理活動を推進しています。

※目標の達成度：★★★★ 以上 ★★★ ～ ％ ★★ ～ ★ 以下

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

全社 エネルギーの削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ２８％増 ★（※１）

本社工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ０７％減 ★★★★

都市ガス使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ５６％減 ★★★★

エネルギーの削減 ２０１９年度比 ０１％減 原単位 ４０％減 ★★★★

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 ０１％減 ６２％減 ★★★★

知多工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 ３０％増 原単位 ２０％増 ★★★★

都市ガス使用量の削減 ２０１９年度比 ３０％増 原単位 ３３％増 ★（※２）

エネルギーの削減 ２０１９年度比 ３５％増 原単位 ５３％増 ★（※３）

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 ００％減 ３８％減 ★★★★

十四山工場

電力使用量の削減 ２０１９年度比 １０％減 原単位 １３％減 ★★★★

エネルギーの削減 ２０１９年度比 １０％減 原単位 １４％減 ★★★★

瞬間最大電力使用量の削減 ２０１９年度比 １０％減 ４９％増 ★（※４）

※瞬間最大電力使用量：各月の瞬間最大電力使用量の平均を実績としています。

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

全社 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

本社工場 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

知多工場

ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

廃酸の削減（線材） ４０ｔ／月以下 ２８８ｔ／月 ★★★★

廃酸の削減（スラグ） １０ｔ／月以下 ５３ｔ／月 ★★★★

十四山工場 ゼロエミッション 再資源化率 ９９５％以上 ９９９８％ ★★★★

工場別 項目
２０２０年 ４月～２０２１年 ３月

目標 実績 評価

本社工場
排出水基準の順守 基準値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

知多工場
排出水基準の順守 基準値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

十四山工場 法・条例の順守（騒音） 敷地境界線での規制値外れゼロ／年 ０件／年 ★★★★

 
 
 
 
  

１．エネルギーの削減

 

２．廃棄物の削減

 

３．環境負荷の低減

 

＜目標を達成出来なかった要因と反省＞  
※１：知多工場のエネルギー削減目標が未達となり、全社の目標未達に繋がりました。

※２：新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、生産量減少を見込んでいましたが、予想以上に落ち込みが激しく都市ガス原単位が悪化した 
ため、削減目標が未達となりました。 

※３：都市ガス原単位の削減目標が上記の※２の理由により未達となり、結果として知多工場のエネルギー削減目標が未達となりました。

※４：昨年導入したＰＭ３号機へ生産集約中のため、ＰＭ１,２号機で同時稼働となり、瞬間最大電力使用量の削減目標が未達となりました。 
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 ２．環境データ  ２．環境データ 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『できるなら 清掃脱却 汚れぬ仕組み』 

●十四山工場の主な取り組み 
① PM マシーン集約による生産性の向上 
② 切断機コンベアの空転防止 
③ エアー漏れ調査・修理 
 
（総排出量）７９９ｔ-CO２（31.4％減） 
（原単位） ２９.３０kg-CO２／ｔ(45.9%減)
（前年原単位比） ９ ６％減

２．１ ＣＯ２の削減実績 
当社は、生産の効率化と省エネ活動を推進しています。COP21 でパリ協定が採択され、２０１３年が基

準年度になりました。当社は省エネ法や愛知県条例に基づき、活動しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
＊京都議定書削減目標 ６％に対して、 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
    

 
 
 
 
 
  

 
  

 

■全工場 二酸化炭素 排出量推移 

●本社工場の主な取り組み 
① 全機械のエアー3 点セット点検・修理・交換 
② 酸洗 集中生産による都市ガス使用量の削減 
③ 機械停止時の電源 OFF、エアー遮断の徹底  
（総排出量）９４６ｔ-CO２（41.0％減） 
（原単位） ４９.３９kg-CO２／ｔ(22.5％減)  

（前年原単位比） ９.７％減 
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＜本社工場＞ 
ｔ-CO2/年 kg-CO2/t 

( )は 2013 年度対比 
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※パリ協定の基準年である 2013 年度対比では、 
総排出量、原単位ともに削減しています。 

ｔ-CO2/年 

●知多工場の主な取り組み 
① 伸線１３号機新設による生産性の向上 
② 酸洗扉の開閉時間変更によるチョコ停改善 
③ SF10 号機のエアーブローのルーツブロワ 

ー化  
（総排出量）１４,３９５ｔ-CO２（13.1％減） 
（原単位） ４１.７３kg-CO２／ｔ(0.2%減)  

（前年原単位比） ０.３％増 
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＜知多工場＞ 
kg-CO2/t 

( )は 2013 年度対比 

ｔ-CO2/年 kg-CO2/t 
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＜十四山工場＞ 

( )は 2013 年度対比 

排出量

原単位

排出量

原単位

排出量

原単位

排出量

原単位

2013年 2014年 2015年 2016年 201７年 2018年 2019年 2020年

前年度対比 ー ▲0.8% ▲4.4% ▲1.6% ▲8.6% ▲8.3%

2013年度対比 ー ▲0.8% ▲0.4% ▲9.0% ▲16.5%

前年度対比 ー ▲1.7% ▲5.4% ▲4.0% ▲0.9%

2013年度対比 ー ▲4.4% ▲8.3% ▲4.7% ▲5.6%

　

総排出量(t)

原単位(kg)/t

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『人も、企業も、成長させる、力の源５Ｓ道』
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 ２. 環境データ 

 
宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『５Ｓで見えたぞ危険の芽、みんなで摘み取る安全職場』

２．３ 環境会計

当社は環境会計を、「環境保全費用とその環境保全効果を定量的に開示するための重要なツール」と

して考えています。

■環境保全コスト

■環境保全効果

環境保全対策へのコストとその投資効果を認識するため、環境省が発行する「環境会計ガイドライ

ン２００５年版」を参考に、環境会計の集計を行っています。

単位 ：百万円

単位 ：百万円

設備投資費 経費

合計

   社会活動コスト

   緑化活動費用/社会活動費

   環境報告書　発行費用

   管理活動    環境マネジメント費用

   研究開発コスト    公害防止に関する研究開発費用 　　　　　 0

分類
２０２０年度

   事業エリアコスト

   公害防止コスト

   廃棄物リサイクル費用

2020年度

経済効果

　 廃棄物削減による廃棄物処理費用の削減　 △0.5
   廃棄物・リサイクルによる効果

　 有価物売却益　・
　 硫酸回収装置による廃棄物の削減と有価物の売却による収入（七水塩・廃酸）
　 粉じんの売却による収入

合計

分類 内容

   省エネルギー効果
　 省エネルギーによるエネルギー費用の削減

　 製造プロセスの省略による費用削減

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『パッと見で 全てを悟る 社の体質 伸びる企業は ５Ｓから』

 
●本社工場 

所 在 地：愛知県名古屋市中川区丸米町一丁目 1 番地 
主要製品：精密磨棒鋼・磨アングル 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
夜間 昼間 夜間 昼間

工場北西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

北東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

南西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

南東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

倉庫南 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB値

夜間 昼間 夜間 昼間

正門前 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

工場北西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

北東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

南西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

南東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

倉庫南 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

平均 最大

   ＜0.5    ＜0.5

   ＜0.5    ＜0.5

鉱油5以下

動植物油30以下

溶解性鉄 ｍｇ/L 10以下

亜鉛含有量 ｍｇ/L 2以下

   N-ﾍｷｻﾝ抽出
物質含有量

ｍｇ/L

生物化学的
酸素要求量

ｍｇ/L

浮遊物質 ｍｇ/L

2,000未満

1,400未満

項目 単位 規制値
測定実績値

水素イオン ｐH 5～9

２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

水 質 

騒 音 

振 動 

大 気 

２. ４ 環境測定データ 

騒音測定風景 

 

振動測定風景 

平均 最大

ﾎﾞｲﾗｰ　１号

ﾎﾞｲﾗｰ　２号

ﾎﾞｲﾗｰ　１号

ﾎﾞｲﾗｰ　２号

測定実績値

窒素酸化物

ばいじん濃度

150ppm以下

0.05g/Ｎm3以下ｇ

施設名 項目 単位 規制値
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分類
２０２０年度

   事業エリアコスト

   公害防止コスト

   廃棄物リサイクル費用

2020年度

経済効果

　 廃棄物削減による廃棄物処理費用の削減　 △0.5
   廃棄物・リサイクルによる効果

　 有価物売却益　・
　 硫酸回収装置による廃棄物の削減と有価物の売却による収入（七水塩・廃酸）
　 粉じんの売却による収入

合計

分類 内容

   省エネルギー効果
　 省エネルギーによるエネルギー費用の削減
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工場北西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下
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倉庫南 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

平均 最大

   ＜0.5    ＜0.5

   ＜0.5    ＜0.5

鉱油5以下

動植物油30以下

溶解性鉄 ｍｇ/L 10以下

亜鉛含有量 ｍｇ/L 2以下
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物質含有量

ｍｇ/L

生物化学的
酸素要求量

ｍｇ/L

浮遊物質 ｍｇ/L

2,000未満

1,400未満

項目 単位 規制値
測定実績値

水素イオン ｐH 5～9

２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

水 質 

騒 音 

振 動 

大 気 

２. ４ 環境測定データ 

騒音測定風景 

 

振動測定風景 

平均 最大

ﾎﾞｲﾗｰ　１号

ﾎﾞｲﾗｰ　２号

ﾎﾞｲﾗｰ　１号

ﾎﾞｲﾗｰ　２号

測定実績値

窒素酸化物

ばいじん濃度

150ppm以下

0.05g/Ｎm3以下ｇ

施設名 項目 単位 規制値



２１        ２２   宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『円を描くより四角を描く 掃除の死角 隅のゴミ』

 
●知多工場  

0 所 在 地：愛知県東海市元浜町 12 番地 
 主要製品：冷間圧造用鋼線、ファインスラグ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

夜間 昼間 夜間 昼間

正門 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

倉庫棟東側 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

お社 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西中 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西南角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北東角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北西角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

測定場所 単位
測定dB値規制値

夜間 昼間 夜間 昼間

正門 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

倉庫棟東側 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

お社 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西中央 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西南角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北東角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北西角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

平均 最大

ﾎﾞｲﾗｰ　1号

ﾎﾞｲﾗｰ　2号

ﾎﾞｲﾗｰ　3号

ﾎﾞｲﾗｰ　4号

ﾎﾞｲﾗｰ　5号

ﾎﾞｲﾗｰ　6号

No.1連続炉 190ｐｐｍ以下

No.2連続炉

No.1ＳＴＣ炉

No.2ＳＴＣ炉

No.3ＳＴＣ炉

ﾎﾞｲﾗｰ　1号

ﾎﾞｲﾗｰ　2号

ﾎﾞｲﾗｰ　3号

ﾎﾞｲﾗｰ　4号

ﾎﾞｲﾗｰ　5号

ﾎﾞｲﾗｰ　6号

No.1連続炉 0.20g/Ｎｍ3以下

No.2連続炉

No.1ＳＴＣ炉

Ｎo.2ＳＴＣ炉

No.3ＳＴＣ炉

施設名 項目 単位

0.10g/Ｎｍ3以下

測定実績値

１50ｐｐｍ以下

規制値

0.05g/Ｎｍ3以下

ばいじん濃度

窒素酸化物

ｇ/Nm3

ｐｐｍ

180ｐｐｍ以下

大 気 

水 質 

 
騒 音 振 動 

  
２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

騒音測定風景 

振動測定風景 
平均 最大

燐含有量 ｍｇ 以下

窒素含有量 ｍｇ 以下

ﾍｷｻﾝ抽出
物質含有量

ｍｇ 以下

浮遊物質 ｍｇ 以下

化学的
酸素要求量

ｍｇ
最大 以下

平均 以下

水素イオン ｐ ～

項目 単位 規制値
測定実績値

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『「すぐやろう」「私がやろう」でキレイな職場５Ｓはみんなが責任者』

 
●十四山工場  

 所 在 地：愛知県弥富市馬ヶ地三丁目 194 番地 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

夜間 昼間 夜間 昼間

正門南 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

工場南東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

新工場西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

新工場東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB値

夜間 昼間 夜間 昼間

正門南 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

工場南東 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

新工場西 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

新工場東 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

 

 

騒 音 

主要製品：冷間引抜鋼管及び精密磨棒鋼とそれらの切断品 

大 気 

２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

＊２００７年 ボイラーを撤去したため測定実績はありません。 

＊２００７年 排水設備を撤去したため測定実績はありません。 
 

水 質 

振 動 

騒音測定風景 

振動測定風景 



２１        ２２   宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『円を描くより四角を描く 掃除の死角 隅のゴミ』

 
●知多工場  

0 所 在 地：愛知県東海市元浜町 12 番地 
 主要製品：冷間圧造用鋼線、ファインスラグ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

夜間 昼間 夜間 昼間

正門 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

倉庫棟東側 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

お社 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西中 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西南角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北東角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北西角 ｄＢ ６５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

測定場所 単位
測定dB値規制値

夜間 昼間 夜間 昼間

正門 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

倉庫棟東側 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

お社 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西中央 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場西南角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北東角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

工場北西角 ｄＢ ６０ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

平均 最大

ﾎﾞｲﾗｰ　1号

ﾎﾞｲﾗｰ　2号

ﾎﾞｲﾗｰ　3号

ﾎﾞｲﾗｰ　4号

ﾎﾞｲﾗｰ　5号

ﾎﾞｲﾗｰ　6号

No.1連続炉 190ｐｐｍ以下

No.2連続炉

No.1ＳＴＣ炉

No.2ＳＴＣ炉

No.3ＳＴＣ炉

ﾎﾞｲﾗｰ　1号

ﾎﾞｲﾗｰ　2号

ﾎﾞｲﾗｰ　3号

ﾎﾞｲﾗｰ　4号

ﾎﾞｲﾗｰ　5号

ﾎﾞｲﾗｰ　6号

No.1連続炉 0.20g/Ｎｍ3以下

No.2連続炉

No.1ＳＴＣ炉

Ｎo.2ＳＴＣ炉

No.3ＳＴＣ炉

施設名 項目 単位

0.10g/Ｎｍ3以下

測定実績値

１50ｐｐｍ以下

規制値

0.05g/Ｎｍ3以下

ばいじん濃度

窒素酸化物

ｇ/Nm3

ｐｐｍ

180ｐｐｍ以下

大 気 

水 質 

 
騒 音 振 動 

  
２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

騒音測定風景 

振動測定風景 
平均 最大

燐含有量 ｍｇ 以下

窒素含有量 ｍｇ 以下

ﾍｷｻﾝ抽出
物質含有量

ｍｇ 以下

浮遊物質 ｍｇ 以下

化学的
酸素要求量

ｍｇ
最大 以下

平均 以下

水素イオン ｐ ～

項目 単位 規制値
測定実績値

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『「すぐやろう」「私がやろう」でキレイな職場５Ｓはみんなが責任者』

 
●十四山工場  

 所 在 地：愛知県弥富市馬ヶ地三丁目 194 番地 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

夜間 昼間 夜間 昼間

正門南 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

工場南東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

新工場西 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

新工場東 ｄB 60ｄＢ以下 65ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB値

夜間 昼間 夜間 昼間

正門南 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

工場南東 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

新工場西 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

新工場東 ｄB 50ｄＢ以下 60ｄB以下

測定場所 単位
規制値 測定dB(A)値

 

 

騒 音 

主要製品：冷間引抜鋼管及び精密磨棒鋼とそれらの切断品 

大 気 

２. 環境データ 2020 年 6 月～2021 年 5 月 実績 

 
 

＊２００７年 ボイラーを撤去したため測定実績はありません。 

＊２００７年 排水設備を撤去したため測定実績はありません。 
 

水 質 

振 動 

騒音測定風景 

振動測定風景 



２３      

 

 

 
       ２４

     

 

知多工場 伸線１３号機導入による省エネルギー及び環境への取り組み

線材事業部では、伸線１３号機を２０２０年８月に老朽化のため更新しました。

この設備の特徴は、加工速度が９０ｍ 分と従来機の約１ ５倍の能力を有しており、従来手作業で行ってい

た先付け作業、段取り作業を自動化することで生産性の向上と作業負荷の軽減を図っています。

環境面では、省エネタイプのモーター採用及びインバーター制御化により品質・電力原単位が向上しまし

た。また、先付け機に防音カバーを設置し、従来機と比較し、騒音を１５ 低減しました。さらにコイラー

巻き取り時、線間接触により白粉が発生していましたが、落下方式に変更することで白粉が軽減され、人体

への負荷も軽減されました。

設備仕様の比較

区分 旧 伸線 号機 新 伸線 号機

製品径 φ１５ ５ｍｍ～φ２８ ０ｍｍ φ１５ ５ｍｍ～φ３０ ０ｍｍ

加工速度 ６０ｍ 分 ９０ｍ 分

伸線方式 横取式 落下式

開始時のチャック 手動 自動（油圧）

渦流探傷機（ ） × 〇

寸法測定器 × 〇

伸線機本体 伸線機供給台

改善効果

区分 旧 伸線１３号機 新 伸線１３号機

生産量（ 月） １ ２５０ １ ６００

先付け時の騒音（ｄｂ） １０４ ８９

電力原単位（ ｔ） １２ ２ １１ ９

３．トピックス 新設備導入による環境への対応 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『'キレイだね 言われたときの気持ち良さ 褒め合い高める５S の意識』 宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『「会社の為」は「自分の為」、磨こう職場と自分の心』

４ コミュニケーション

宮崎精鋼では、工場の周辺の皆さまとの交流を深め、「良き企業市民」として真に豊かな社会に貢献すると共に 
地域社会と良好な関係を作り上げる諸活動を行っています。 
 

■地域清掃活動 

本社工場・十四山工場・知多工場では、地域に根ざした企業活動を目指すという当社の基本理念を形にする

ため、工場周辺道路の空き缶、たばこの吸殻、紙くず、木屑、プラスチックゴミ、落ち葉拾い等の清掃ボラン

ティア活動を月に 回以上実施しています。  

清掃活動 
   

本社工場 隣接の篠原小学校東門付近 知多工場 隣接の元浜公園前の公共道路 十四山工場付近の公共道路付近 

■交通安全活動 

地元周辺の皆さまの交通安全を願い、「交通事故死ゼロの日」に横断歩道で立哨を実施し、近所の皆様や通学 
途中の子供たちの安全を守っています。 

交通安全の立哨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
名古屋市中川区太平通３丁目 交差点付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
知多工場 東側の横断道路 

４．社会貢献
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『５S に勝る設備なし 一人一人がエンジニア』

■その他の活動

 
新型コロナウィルス感染症の対策に役立てていただくための義援金 及び、令和２年７月に発生した「九州南

部豪雨災害」に対し、少しでも被害者の方々に役立つように、当社 役員、従業員、労働組合及び、関連会社か

ら寄せられた義援金を宮﨑会長より日本赤十字社愛知県支部に手渡しました。 
環境デーなごやへの協賛 緑の募金 

  

市民・事業者・行政が「ＣＯ２削減」「循環型社会の推進」「自然との共生」及び「環境産業の発展」という観点か 
ら新しいライフスタイルやビジネススタイルの提案・実験を行う行事『環境デーなごや ２０２０』に協賛していま 
す。また、森林整備の推進活動に使われる緑の募金を愛知県緑化推進委員会に寄付しています。  

なごやグリーンウェイブ２０２１への協力 
   

森林や樹木等とのふれあいを通じ、生物多様性の大切さを考える「なごやグリーンウェイブ活動」の一環として、

名古屋市内一斉植樹活動への参加団体に応募し、本社工場の製品倉庫南にサツキ２本、キンモクセイ１本を植樹し

ました。

新型コロナウィルス感染症対策に対する寄付 令和２年７月 九州南部豪雨災害に対する寄付 
  

４．社会貢献 

 
名フィル 賛助会員

  

音楽芸術の振興と発展を図り、社会文化の向上に寄与することを目的に、地元の名古屋フィルハーモニー交響楽団

の賛助会員として寄付をしています。

篠原学区 地域防災協力  ＡＥＤ設置 防犯カメラ寄贈 
   

名古屋市が提唱する「防災安心街づくり運動」のもと、地域防災支援活動の一環として「大規模災害時における

地域防災協力事業所」として支援すると共に、来客者、従業員、近隣住民の皆様に対し、緊急時の応急処置に対応

できるＡＥＤを全工場に設置しています。また、本社工場のある近隣地域の犯罪防止・防犯強化を目的に防犯カメ

ラを設置しました。

こども１１０ばんのおうち 
   

十四山工場では、工場の前が通学路の為、地元自治体の要請により地域の子供を守る目的で『こども１１０ばん

のおうち』の表示を設置し、地域住民・児童の安全・防犯に協力しています。

４．社会貢献 

 

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『戻すだけ 誰もが出来る 形跡管理』
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『戻すだけ 誰もが出来る 形跡管理』
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『強い会社の第一歩 ５Ｓで気付く変化点』

日経写真ニュースの協賛 
  

当社は本社工場に隣接する名古屋市立篠原小学校に、これからの日本の将来を担う子供達の健やかな成長の手助け

になることを願い、あらゆる話題を魅力あふれる写真ニュースで紹介する記事を毎週専用掲示板に掲載しています。  

ボーイスカウト愛知県連盟への寄付 クリスマスプレゼントの寄付 
   

愛知県におけるボーイスカウト運動の充実発展に寄与するボーイスカウト愛知県維持財団に寄付しています。また、

名古屋商工会議所の社会福祉事業に寄付し、市内の児童養護施設等の児童・生徒に対して、クリスマスプレゼントを

贈呈しています。

弥富金魚 
   

弥富金魚（やとみきんぎょ）とは、愛知県弥富市を中心に養殖されている金魚のブランド名です。十四山工場では、

工場内に金魚を飼育する槽を設け、来客者に地元の名産品をＰＲすると共に従業員の癒しの場にしています。

４．社会貢献 

 

金魚養殖日本一
弥富町の特産品である「金魚」は

生産量日本一を誇ります。

また、生産地としてだけではなく、

流通拠点としても我が国有数の

市場となっており、日本にいる

金魚の全品種である約２５種類

すべてが当町で揃います。

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『みんなで作るキレイな会社、職場も心もピカピカに』

 

すべてのステークホルダーの皆様のために、社員の強い思いが環境への取り組みを支えています。 

  
知多工場 品質保証・技術開発部 
線材品質保証課 小林 諒子  

私たち線材品質保証課は、線材の工程設計や品質管理、お客
様への技術サービス活動を行っています。環境への取り組みと
して、日々の品質管理により品質不具合の発生を防止し、無駄
な資源・エネルギーの削減を図ることに加え、省工程や新商品
をお客様にご提案することで、更なるエネルギー低減に努めて
います。今後も省エネ・省資源を常に意識し、身の回りの環境
に配慮した地球にやさしい職場を目指します。 

本社工場 総務部

総務人事課 鍵谷 拓海

総務人事課の役割は、採用も含め入社から退職するまでの労働
管理や教育・社内行事の企画運営など、多岐に亘ります。
環境への取り組みとして、コロナ禍でもあり、 会議システ

ムを活用し、直接学校を訪問する機会を削減、自動車の利用を減
らして の排出を削減した他、ペーパレス化を実践しています。
また、会社が掲げる「健康経営（働きやすい環境づくり）」にも

日々取り組み、世の中の変化に合わせて、より良い仕事のやり方
を模索しつつ業務に邁進します。 

  
十四山工場 磨棒鋼管事業部 

十四山製造部 切断作業 戸田 雅也 
 

十四山工場鋸切断作業は、切断・面取り・長さ重量管理後に
ロボットで箱詰め作業を行なっています。環境改善の取り組み
として、古い設備の表示灯 化による電力の削減、ミスト油
使用量の管理を行い油煙量の削減に取り組んでいます。また
日々の改善では鋸刃、チップの延命に取り組んでおりコスト削
減、資源の節約に努めています。今後は切断時に必ず発生する
切粉を削減する為、薄鋸刃による切断に挑戦し環境改善、歩留
まり向上に繋がる活動に取り組んでいきます。

知多工場 スラグ事業部 製造部 
業務製造課 フォーマー作業 盛林 圭介 

 
私たちフォーマー作業は、ものづくりのプロフェッショナル

として製品を日々厳しい目で管理することで高品質な製品を
お客様へ供給できる様心掛けています。その中で消費電力を削
減する取り組みとして各設備のエアー漏れ点検や毎週コンプ
レッサー、スパイラルヒーター、遠心分離機の清掃を実施し無
駄なエネルギーを消費しない活動を行っています。今後もこれ
までの活動を継続し、さらなる環境改善に取り組みグループ一
丸となって地球にやさしい職場を目指して活動していきます。 

  
本社工場 磨棒鋼管事業部 本社製造部

業務製造課 連続グループ 連続引抜作業 山守 純也

私たち本社工場連続引抜グループには 台の引抜機械があ
り、丸棒・鋼管・六角・異形の引抜を行っています。引抜計画
は毎週実施している 『ワークバランスミーティング』で最適
方法を確立しています。さらに、稼働時間短縮による電力削減
を意識すると共に、機械の空転防止や休憩時の照明 にも努
めています。消耗品などの備品に対しても定量管理する事で、
生産と共に『視える化』を実施しております。今後も、グルー
プ一丸となって、環境・省エネ活動に取り組んでいきます。

知多工場 線材事業部 製造部 
製造課 熱処理班 間瀬 康弘 

 
私たち熱処理班は、熱処理（加熱・冷却・雰囲気コントロー

ル）を行うことで品質特性を変化させています。中でも 炉
は温度・雰囲気が自動制御され品質がとても良好です。都市ガ
ス使用量削減・脱炭素を図る為、従来の雰囲気発生装置に電磁
弁を取り付け、制御を変更することで余剰なＲＸガスをつくら
ず、大気放出されるガスを従来の ％削減するよう目指してい
ます。今後も環境問題の意識を強く持ち、省エネルギー化に貢
献していきます。

  
知多工場 スラグ事業部 製造部

生産技術課 加藤 幹也

スラグ事業部 生産技術課は、ファインスラグを生産するた
め、各設備の保守管理・改善業務を行っています。 年度は、
フォーマー機のワーク排出口を自動昇降化することでワーク
排出時の騒音を低減しました。各設備の点検作業容易化のた
め、作業床を拡大するなど作業環境を改善しました。作業環境
の改善は、作業者が安心・安全に作業できるようになるだけで
なく、生産効率向上や不良率低減にも繋がると考えています。
今後も作業者に配慮した設備の改善を行っていきます。

十四山工場 磨棒鋼管事業部

十四山製造部 ピーリング作業 積木 浩司

私たち十四山工場ピーリンググループは、 年 月より 号
機の生産を開始しました。既設の 号機に比べ消費電力は約

倍ですが生産性は約 倍です。工具寿命も 倍とコストパ
フォーマンスが非常に良い機械です。作業環境改善として、モ
ーターに防音カバー取り付け、メタルタッチ音を軽減するゴム
回転装置を設置。また、キズ防止で使用する ロープをリング
巻きに変更して、廃棄物削減に努めています。今後も環境改善
を意識して活動していきます。 

５．従業員からの一言メッセージ 
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『強い会社の第一歩 ５Ｓで気付く変化点』

日経写真ニュースの協賛 
  

当社は本社工場に隣接する名古屋市立篠原小学校に、これからの日本の将来を担う子供達の健やかな成長の手助け

になることを願い、あらゆる話題を魅力あふれる写真ニュースで紹介する記事を毎週専用掲示板に掲載しています。  
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４．社会貢献 
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すべてが当町で揃います。

宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『みんなで作るキレイな会社、職場も心もピカピカに』

 

すべてのステークホルダーの皆様のために、社員の強い思いが環境への取り組みを支えています。 
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を模索しつつ業務に邁進します。 
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今後も作業者に配慮した設備の改善を行っていきます。
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機の生産を開始しました。既設の 号機に比べ消費電力は約

倍ですが生産性は約 倍です。工具寿命も 倍とコストパ
フォーマンスが非常に良い機械です。作業環境改善として、モ
ーターに防音カバー取り付け、メタルタッチ音を軽減するゴム
回転装置を設置。また、キズ防止で使用する ロープをリング
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宮崎精鋼 ２０２０年度 ５Ｓ標語『職場の５Ｓは作業に直結 意識を高めて 環境づくり』

６．環境報告書用語集 

  
 
□エコ事業所認定 
「エコ事業所」認定制度は、事業活動における環境に配慮

した取組を自主的かつ積極的に実施している事業所につ

いて、名古屋市が「エコ事業所」として認定するもの。

平成２４年度から、従来の「エコ事業所」に加えて、より

優れた取組みをしている事業所を「優良エコ事業所」とし

て認定する制度を開始した。

□エコドライブ 
急発進、急加速などの“急”の付く運転操作をやめ、駐車 
中はアイドリングストップを実践するなど、ガソリンを無 
駄に使わないような運転を心がけること。ＣＯ２の排出量 
を削減するための具体的なアクションのひとつ。 
 
□ＳＤＧｓ 
ＳＤＧｓとは、 （持続可

能な開発目標）の略で、２０１５年９月に国連本部で開

かれたサミットで日本を含む１９３の加盟国の合意・採択

された国際社会共通の目標のこと。

 
□温室効果ガス 
太陽からの熱を地球に封じ込め、地表を暖める働きがある 
大気中のガス（二酸化炭素、メタン、一酸化炭素、代替フ 
ロン３ガスの６種類のガス）のこと。 

□カーボンニュートラル
カーボンニュートラル（炭素中立）とは、企業の事業活動

といった排出活動からの温室効果ガスの排出量を実質ゼ

ロにすること。排出削減を進めるとともに、排出量から、

森林などによる吸収量でオフセット 埋め合わせ するこ

となどにより達成を目指す。

□環境パフォーマンス
企業などの組織体が環境に関して配慮した結果、どれだけ

環境負荷を削減したかを示す指標。汚染物質の削減や資源

の節約、リサイクルなどの程度で示される。

□環境報告書
企業が提供する製品やサービスの環境負荷や、地球環境問

題への取り組みについて報告したもの。日本では「環境

配慮促進法」により、公共性の高い特定の事業者に対して

環境報告書の公表が義務付けられている。

□環境報告書ガイドライン
環境報告書ガイドラインとは、環境省が作成した、企業が

環境保全に関する方針、目標、計画、マネジメントの状況

や、環境保全活動を報告するための基準を示したガイドラ

インのこと。企業が報告書を作成する際に参考にする。

 
□環境会計 
企業等が、持続可能な発展を目指して、社会との良好な関 
係を保ちつつ、環境保全への取組を効率的かつ効果的に推 
進していくことを目的として、事業活動における環境保全 
のためのコストとその活動により得られた効果を認識し、 
可能な限り定量的（貨幣単位 又は、物量単位）に測定し 
伝達する仕組みのこと。 
 

 
 
□グリーン購入 
購入の必要性を十分に考慮し、品質や価格だけでなく環境の事を 
考え、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環境負荷 
の低減に努める事業者から優先して購入すること。２００１年４ 
月に国が率先してグリーン商品を購入するようグリーン

購入法が制定された。 
 
□環境負荷 
人が環境に与える負担のこと。単独では環境への悪影響を及

ぼさないが、集積することで悪影響を及ぼすものも含む。

 
□ＣＯＰ 
「環境と開発に関する国連会議」（１９９２年）で締結さ

れた気候変動枠組条約に基づいて、締約国間で具体的に

何をすべきかを議論する会議。  
Confer ence Of Parties を略して、ＣＯＰ（コップ）と

呼ぶ。  
 
 
 
□３Ｒ 
大量廃棄社会から循環型社会への転換が求められる中で、

ごみの減量やリサイクルの促進へ向けて定式化された行

動目標を表す標語。発生抑制 、買う量や使う量を

減らすこと 、再使用 、使えるものは繰り返し使う

こと 、再生利用 、再び資源として生かすこと

の英語の頭文字に由来する。この順で環境負荷削減効果が

大きく、優先的に取り組まれるべきとされる。 
 
□ゼロ・エミッション 
循環型社会に貢献する考え方のひとつ。企業活動を通じて 
発生する廃棄物を新たに他の分野の原材料として活用す 
ることで、廃棄物ゼロを目指す取り組み。総投入量＝総生 
産量という究極のリサイクルが最終目標となる。 

□循環型社会 
廃棄物の発生抑制、資源の循環利用および適正な処分が確 
保されることにより、資源の消費を抑制し、環境への負荷 
が出来る限り低減される社会のこと。 
 
□ステークホルダー 
ステークホルダーとは、企業の経営行動などに対して直

接・間接的に利害が生じる関係者 利害関係者 のことをい

う。具体的には、株主、消費者 顧客 、従業員、得意先、

地域住民、官公庁、研究機関、金融機関、などが挙げられ

る。企業が事業活動を行う際、配慮すべき関係者の総称。

 
 
 
□パリ協定 
２０１５年末に開催した気候変動枠組み条約第２１回締

約国会議（ＣＯＰ２１）で採択された国際的なルール。２

０２０年以降の地球温暖化対策に関する取り決めで、すべ

ての国が参加し、各国が自主的に提出した削減目標などの

対策を実行していく内容。自主目標は５年ごとに提出・更

新する。日本が提出した削減約束には２０３０年度に２０

１３年度対比で２６％（２００５年度対比で２５．４％）

削減する中期目標が掲げられている。

あ行 

か行 

さ行 

は行 

宮崎精鋼 ２０２０年度５Ｓ標語『小さな意識で大きな差、５Ｓで変わる作業効率』

お問い合わせ先

宮崎精鋼株式会社

品質保証・技術開発部 規格管理課

７．２０２０年度 アンケート結果 

年度 アンケート結果 

 

　当社は多くのそしてさまざまなステークホルダーの皆様に支えられています。
数多く頂いたご意見やご提言を環境活動の改善に繋げていきます。
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の低減に努める事業者から優先して購入すること。２００１年４ 
月に国が率先してグリーン商品を購入するようグリーン

購入法が制定された。 
 
□環境負荷 
人が環境に与える負担のこと。単独では環境への悪影響を及

ぼさないが、集積することで悪影響を及ぼすものも含む。

 
□ＣＯＰ 
「環境と開発に関する国連会議」（１９９２年）で締結さ

れた気候変動枠組条約に基づいて、締約国間で具体的に

何をすべきかを議論する会議。  
Confer ence Of Parties を略して、ＣＯＰ（コップ）と

呼ぶ。  
 
 
 
□３Ｒ 
大量廃棄社会から循環型社会への転換が求められる中で、

ごみの減量やリサイクルの促進へ向けて定式化された行

動目標を表す標語。発生抑制 、買う量や使う量を

減らすこと 、再使用 、使えるものは繰り返し使う

こと 、再生利用 、再び資源として生かすこと

の英語の頭文字に由来する。この順で環境負荷削減効果が

大きく、優先的に取り組まれるべきとされる。 
 
□ゼロ・エミッション 
循環型社会に貢献する考え方のひとつ。企業活動を通じて 
発生する廃棄物を新たに他の分野の原材料として活用す 
ることで、廃棄物ゼロを目指す取り組み。総投入量＝総生 
産量という究極のリサイクルが最終目標となる。 

□循環型社会 
廃棄物の発生抑制、資源の循環利用および適正な処分が確 
保されることにより、資源の消費を抑制し、環境への負荷 
が出来る限り低減される社会のこと。 
 
□ステークホルダー 
ステークホルダーとは、企業の経営行動などに対して直

接・間接的に利害が生じる関係者 利害関係者 のことをい

う。具体的には、株主、消費者 顧客 、従業員、得意先、

地域住民、官公庁、研究機関、金融機関、などが挙げられ

る。企業が事業活動を行う際、配慮すべき関係者の総称。

 
 
 
□パリ協定 
２０１５年末に開催した気候変動枠組み条約第２１回締

約国会議（ＣＯＰ２１）で採択された国際的なルール。２

０２０年以降の地球温暖化対策に関する取り決めで、すべ

ての国が参加し、各国が自主的に提出した削減目標などの

対策を実行していく内容。自主目標は５年ごとに提出・更

新する。日本が提出した削減約束には２０３０年度に２０

１３年度対比で２６％（２００５年度対比で２５．４％）

削減する中期目標が掲げられている。

あ行 

か行 

さ行 

は行 

宮崎精鋼 ２０２０年度５Ｓ標語『小さな意識で大きな差、５Ｓで変わる作業効率』

お問い合わせ先

宮崎精鋼株式会社

品質保証・技術開発部 規格管理課

７．２０２０年度 アンケート結果 

年度 アンケート結果 

 

　当社は多くのそしてさまざまなステークホルダーの皆様に支えられています。
数多く頂いたご意見やご提言を環境活動の改善に繋げていきます。



http://www.miyazaki-seiko.co.jp/ 

本 社 工 場 454-8521 名古屋市中川区丸米町一丁目 1 番地 
TEL （052）361－2191 FAX （052）361－3045 

十四山工場 490-1412 愛知県弥富市馬ヶ地三丁目 194 番地 
TEL （0567）52－3458 FAX （0567）52－3459 

知 多 工 場

〒

〒

〒477-0035 愛知県東海市元浜町 12 番地 
TEL （0562）32－2111 FAX （0562）32－2157 

 

（第１４版） 

  

対象期間：２０２０年６月１日～２０２１年５月３１日

写真：奄美大島のハイビスカス 


